
第4回定例会

一般質問と答弁　要旨
一般質問は、１３人の議員から広範囲の区政課
題を質問し、区長等から答弁がありました。
詳細は、ホームページのインター
ネット議会中継（右コード）で録画を
ご覧になれます。

子どもたちの未来に向けて！

基金の運用全般と新型たばこの
取り扱いを確認！

「支え合う温かな目黒」を目指して

高齢者家賃助成拡充、保健所体制強化
均等割・傷病手当

インクルーシブ教育における
国連の勧告ほか３点

目黒の教育150周年企画を！
民生児童委員への支援を

自由民主党目黒区議団　そうだ 次郎  議員

梅田 まさみ  議員

公明党目黒区議団　いいじま 和代  議員

日本共産党目黒区議団　斉藤 優子  議員

フォーラム目黒（立憲民主・無所属の会） 金井 ひろし  議員

新風めぐろ　吉野 正人  議員

脱炭素社会に向けての区の取り組み
問実現に向けロードマップの策定や
機運醸成をどのように周知啓発す
るのか。

区長　今年度改定する環境基本計画で
より高い目標を設定する。イベントも実

基金運用全般の透明性に関して
問  （１）運用状況を問う。（２）監査の情

一時保育について
問  （１）目黒区の状況を伺う。（２）保護
者がリフレッシュできるように気軽
に預けられる一時保育が必要であ

高齢者の家賃助成制度の拡充を
問  （１）募集を年１回から２回にせよ。
（２）期間を６年から当面１０年に拡充

インクルーシブ教育（※１）の権利
問  共に学ぶ権利を是正せよという国
連の勧告について、区の見解を伺
う。

教育長　インクルーシブ教育システム

民生委員・児童委員への支援
問  ICTを活用し負担軽減の支援をせ
よ。

区長　今年度都から配布するモバイル
パソコンを活用し、活動を支援する。

教育長　（１）アクションプランに示す各
施策を通じて、教育の情報化を進めて
いる。（２）故障、破損は、委託契約の中
で賄えている。更新経費は、区長部局
とも連携し財源確保に努める。
小型充電式電池等の回収方法　　　
問  小型充電式電池が家庭ごみに混入
し、全国で清掃工場や清掃車の火
災が発生している。区の対応と周
知を問う。

区長　メーカーや販売店で回収されて

区長 （1）一定程度の運用結果は得ら
れた。（３）約８割を銀行預金、２割を債
券により運用している。
代表監査委員 （２）結果のホームペー
ジ掲載は、有効性も含め調査研究する。
たばこのポイ捨て条例
問  （１）ポイ捨て状況を問う。（２）マス

用が見込まれる。（２）拡充に努めてい
く。（３）導入に向けて検討を進める。
骨粗しょう症検査について
問  健康寿命の延伸のためにも、骨粗
しょう症検査を行うべきである。

区長　課題整理を行い実施できるよう
検討する。
自殺予防対策について
問  （１）目黒区の対策を伺う。（２）病院

延長は行わない。（３）復活は、しない。
第８波の対策を抜本的強化せよ
問  （1）保健所人員体制を強化せよ。
（２）発熱外来を設置せよ。

区長 （1）感染拡大状況に応じて人員
を確保する。（2）軽症の方には、受診
を控えるよう平時から周知する。 

て、保護者へ着実に周知する。
区民への窓口対応
問  全ての区民が等しくサービスを受
けられるように見直しを行え。

区長　マニュアルの工夫や引き継ぎの
徹底、研修の充実を図る。さらに、プッ
シュ型サービスの検討を進める。
問  ゼロカーボンシティの実現と新しい
清掃工場が本格稼動することから、
ごみ減量に向けた取り組みを伺う。

実せよ。
教育長 （1）部活動のあり方について
検討を進める。（2）教師の声もしっか
り聞きながら具体的に検討を進めてい
る。（3）教員支援の取り組みを進める。
目黒の教育１５０周年の取り組み
問  来年度に全区的な取り組みをせよ。
教育長 めぐろ歴史資料館で目黒の
学校教育の歩みを紹介するなどを検
討する。

施し、機運醸成に取り組む。
MEGUROスマートスクール・アク
ションプラン（※１）の取り組み状況
問  （１）現状と課題、取り組み状況を問
う。（２）今後の機器の故障、破損、
更新経費を問う。

報開示を問う。（３）条文に基づい
た管理運用方法を問う。

る。（３）ＩＣＴ活用した予約システム
の導入をすべきである。

区長　（１）コロナ禍で一時期利用が減
少したが、4年度は前年度を上回る利

へ。（３）高齢者住み替え家賃助成
を復活せよ。

区長 （1）1回を継続する。（2）期間の

構築のための特別支援教育を推進す
る。
問  学童保育クラブにおける保険料の
二重払いについて、区の捉え方は。

区長　傷害保険への加入状況につい

学校の働き方改革について
問  （1）部活動改革で教員の負担軽減
を図れ。（2）自動採点システムを
導入し教員の負担軽減を図れ。
（3）教員メンタルヘルス対策を充

いない製品は、暫定的に小型家電回収
ボックスを案内しているが、早期に回収
方法を決定し区民へ周知する。

クの回収を問う。（３）電子たばこの
取り扱いを問う。

区長 （1）喫煙所の整備が進み減少し
ている。（２）特に多いとの報告はない。
（３）紙巻たばこと同様である。

と自治体が連携し、自殺未遂者への
「伴走」支援をすべきである。

区長 （１）相談窓口等の普及啓発、関
係機関との連携により対策を推進する。
（２）連携体制の構築に向け努力する。

国民健康保険制度の拡充を
問  （１）均等割半額を就学時まで拡充
を。（２）個人事業主に傷病手当金
を。

区長 （1） （2）特別区の統一性や公平
性の観点、財政負担の観点から難し
い。

区長　来年7月以降を目途に、「製品プ
ラスチック」をリサイクルする検討を進
めている。これにより、ごみ焼却量を削
減し、ゼロカーボンシティの実現に向け
て取り組む。

小学校の午前５時間制
問  授業時間を４５分から４０分へ短縮し
た５分間の重要性の見解を伺う。

教育長　学習のまとめの時間は大切で
あり、授業の導入、中盤の展開をしっか
り行うことで授業改善をする。

《用語解説》
※1  MEGUROスマートスクール・アク
ションプラン　めぐろ学校教育プラ
ンの情報分野における具体的な行
動計画。

《用語解説》
※1  インクルーシブ教育　可能な限り
の合理的配慮によって、障害のある
子が障害のない子とできるだけ同じ
場で共に学ぶことを目指す教育。
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手ぬぐい体操はじめ
「シニア健康応援隊」の活動に期待

全世代の区民のウェルビーング（※１）の
向上を目指せ

何があっても大丈夫！
と言える福祉行政、居場所提供を

西小山の防災力向上賑わい創出！
無電柱化を止めるな！

区政情報をしっかりと、
分かりやすく区民に届けよ

学校給食無償・生理用品の配布・
包括的性教育を進めよ

岸 大介  議員

白川 愛  議員

たぞえ 麻友  議員

自由民主党目黒区議団　小林 かなこ  議員

公明党目黒区議団　武藤 まさひろ  議員

日本共産党目黒区議団　松嶋 祐一郎  議員

問  来年度に向けてのサポートの充実
を伺う。また本区の認識と活動現

問  本年もなお個人情報漏洩事案に言
及せねばならないことは、区民利
益を守り行政を監視する議員とし

問 「地域共生社会」を推進する区の包
括支援センターや福祉総合課、
CSW（※１）が前面に出る体制整備
を。

西小山の今後の街づくりについて
問  協議会からの提案書を受け、具体
的にどう進めるのか。

区長　今年度末の改定を目途に、整備

自転車の安全な利用の促進に関する
条例について

問  コロナ禍と物価高騰の今こそ、学校
給食の無償化に取り組むべきでは。

のつながり、さらに良いものへとつ
なげる知恵を伺う。

区長　今後もシニア健康応援隊との情
報共有を密にしながら、さまざまな自主
活動グループの支援に努めていく。
問  （１）空き家問題に象徴される、行政
権限を越えたところでの道路建物

区長　個人情報の適正な取り扱いを順
守し再発防止に努める。電子システム
上で管理する手法は検討していく。
問  経年劣化の誤作動により消防を出
動させた製造から３０年が経過した
火災感知器は、計画的な機器の改
修で早急な改善を図るべき。

区長　利用者が安全に施設を利用でき

たがる制度やご家族への支援な
ど、どのように包括的な支援を提供
しているか。

区長　多様な支援機関が連携し、課題
解決に向けた支援を分野横断的に行
う。
問  若い世代のひきこもり状態の方が
生活の軸を学べる居場所の提供に
ついて伺う。

一丁目７番・８番に整備予定の広場
に置かれる地上機器の利活用を伺う。
（３）商店街の途中で無電柱化が途切
れて危険。無電柱化のさらなる推進
を。

区長 （１）現在の工程で確実に進めて
いけるよう努める。（２）令和5年度から
西小山街づくり協議会などで検討する。
（３）無電柱化の更なる推進に向けて、

区長　チラシの追加配布を配布方法と
あわせて検討する。イベントでの周知
を図り、ホームページやＳＮＳなどさま
ざまな媒体を使い、幅広い層の区民に
周知を行う。
高額療養費について
問  区のホームページでも限度額適用

問  ｢生理の貧困」が社会問題になる
中、区立学校の全ての女子トイレに
生理用品を配備するべきではない
か。

教育長　直ちに全学校のトイレに生理
用品を整備していく考えはない。
問  ｢包括的性教育」を中心に据えた目

場での課題、認識の溝をどうすり合
わせるか。あるいは各グループ間

てじくじたる思い。青木区長のトッ
プマネジメントには非常に強い疑
問を抱く。

区長　複雑化した課題や制度の狭間等
に対応するため、包括的な相談支援体
制を整備する。
問  福祉サービス利用の際、複数にま

計画の改定に取り組む。
問 （１）東京電力は上半期決算で大幅
赤字だが、西小山駅周辺で現在進ん
でいる無電柱化に影響は。（２）原町

問  条例の新たな周知は考えているの
か。

教育長　現時点で施策の優先度が高
い状況とは捉えていない。

維持管理に具体策はあるのか。
（２）法改正をも視野に広域行政に
働きかけを。

区長 （１）迅速かつ適切に状況把握を
行い、隣接区に十分な対応を求めてい
く。（２）現時点において、法改正を求め
る必要性はないものと判断している。

るよう施設の点検を着実に実施し、定
期的な改修工事等を行いながら、区有
施設の適切な維持管理に努める。

区長　新規施設や既存施設も含め、居
場所の提供を総合的に検討する。

引き続き検討を行う。
問  コロナ禍の給食時間の充実につい
て。

教育長　感染対策を講じるとともに、
子どもたちが充実した学校生活を送る
ことができるよう教育活動を支援する。

認定証の事前申請の仕方をレイア
ウト含め、分かりやすく記載する必
要があると思うがいかがか。

区長　分かりやすい記載に工夫してい
くとともに、新たに作成するリーフレッ
トの医療機関への掲示や町会の回覧な
どで幅広く周知していく。

黒区の「いのちの安全教育」の推進
について伺う。

教育長　令和5年度から、留意事項や
指導案例、教材等をまとめた「いのちの
安全教育の手引き」に基づき、発達段
階に応じた指導を行う。

《用語解説》
※1  CSW（コミュニティ・ソーシャル
ワーカー）　地域の中から支援を必
要とする人を見つけ、地域の方と連
携して課題解決を行う地域福祉の
専門職。

《用語解説》
※1  ウェルビーング　身体的・精神的・
社会的に良好な状態にあることを意
味する概念。
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人口減少社会加速に対し、
危機感をもってのぞめ！

自由民主党目黒区議団　河野 陽子  議員

区の少子化に対する考えについて
問   （１）区の不妊治療に対する取り組
みの経緯について問う。（２）不妊

が重要になるがどのように考える
か。（４）今後どのように施策を進め
ていくのか伺う。

区長　（１）国の助成に上乗せする形で
助成する事業を３年間実施し、平成２３
年度をもって終了した。（２）効果的な
支援策を検討する。（３）専門職による
相談支援等を通して妊娠・出産しやす

治療に対し、区独自の助成をすべ
きだがいかがか。（３）今後プレコ
ンセプションケア（※１）の周知・啓発

い環境づくりを目指し周知・啓発に取り
組む。（４）子どもの利益を最善に考え
た取り組みを推進する。

《用語解説》
※1  プレコンセプションケア　妊娠前
の女性とカップルに医学的・行動学
的・社会的な保健介入を行うこと。


